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第４次生涯学習推進計画総括（令和 4 年度～6 年度） 

 

基本目標 1 多様な学びのための環境づくり 

基本
施策 

具体的 
施策 

取組と成果（事業） 関係各課 今後の課題・検討事項 

第 5次
計画で
関連す
る基本
施策 

(

１)

誰
で
も
学
べ
る
場
の
提
供  

①ＩＣＴの 
活用 

・子育て世代を対象とした講座で
実施し、会場に来られない方への
受講機会の提供はできた 

まなび文化課 
 
・オンライン講座については、対象講座及

び応募人数が少なく効果が測れない。オ

ンライン対象講座を拡大するとともに、リア

ルタイムのみならず、収録後に視聴できる

ようにする等、配信方法を検討する必要

がある。 

・指標の「オンライン講座実施数」について

は、まなび文化課実施分しか反映されて

いないので、他課実施分も含めて効果を

検証する必要がある。 

・コミュニティセンター等の講座実施主体に

対するオンライン講座研修等が実施でき

ておらず、オンライン講座の普及が進ん

でいない。 

・SNSによる情報発信手段が、講座等の教

育機会の広報に活用できていないため、

積極的に活用する必要がある。 

 

 

アンケート 24.25.27.45 

（
４
）
生
涯
学
び
、
活
躍
で
き
る
環
境
整
備 

・Facebook、X、YouTube、LINE等
といった SNSによる情報発信手段
を活用することで、多くの方に情報
を届けることができた。 
・ホームページにおいて関心の高
いページへのリンクをメニュー画面
に設置するなど、利用者の利便性
向上に努めた。また、情報発信の
際にはテキストだけでなく、画像も
添付することで発信情報への興味
を引く工夫を凝らすことができた。 
・LINEの情報発信からホームペー
ジへ誘導する仕組みを利用した取
組みを継続して実施するとともに、
情報発信に有益な市公式 LINE登
録者数の増加を目的としたデジタ
ルギフトキャンペーンを実施した。 

秘書課 

シルバー人材センター及び、城
北・城乾・郡家・土器・垂水コミュニ
ティセンターにおいて希望者を対
象にスマホ教室を開催した。受講
された方からは概ね好評であり、
一定の効果があったものと考える。 

デジタル活用
推進課 

②公共施 
設の有 
効活用 

・市民学級を生涯学習センター、
飯山総合学習センター、マルタス
を主な会場として実施し、多くの受
講者に学習機会を提供できた。ま
た、実施会場として積極的にマル
タスを活用したとともに、丸亀城の
石垣復旧現場や新しいスポーツ施
設への施設見学も実施し、社会教
育施設ではない施設についても活
用することができた。 
・生涯学習センターやコミュニティ
センターなど、学習活動の拠点と
なる施設の運営については、生涯
学習クラブ登録制度を設け、当該
団体の生涯学習活動において施
設利用料の減免制度を適用した。 

まなび文化課 

 
・生涯学習センターの閉館に伴い、生涯学

習団体の活動機会が減少する懸念があ

るため、代替施設や各コミュニティセンタ

ーでの活動を支援するとともに、新市民

会館の利用方法も含めた、生涯学習団体

のあり方についても検討を進める必要が

ある。 

 

アンケート 25.28.30 

 

・児童館で多くの講座やイベント等
を実施し、子どもたちに健康の増
進、情操を豊かにするため、遊び
を通じて様々なことが体験できる
居場所の提供を行うことができた。 
・イベントでは、学校や年齢の異な
る交流の場の提供を行うとともに、
多くのボランティアにも参加いただ
き、子どもたちが地域住民等との
異年齢交流を図ることができた。 

子育て支援課 

・蔵書絵本の充実に努め、毎月の
絵本特集の展示や図書館ホーム
ページでの絵本紹介、おはなし会
等の実施により、多くの方に読書

図書館 

【追加資料 2】 
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を通じた学習の機会を提供でき
た。 
・「丸亀市電子図書館」を開館し、
絵本の電子図書も導入すること
で、普段来館が難しい方の読書環
境整備を図った。 
・新市民会館の工事における人件
費や資材費の高騰によるインフレ
スライド、工期の延伸や工事内容
の変更に対して、適切に対応する
ことができた。 
・開館後の具体的な運営を見据
え、施行規則の検討や備品の選
定を、指定管理者や工事監理業
者と打合せを密に行いながら進め
ることができた。 
・文化芸術推進サポーター養成講
座は、「まなびと文化」をキーワード
に講座を開催し、主体的で自由な
まなびの場について考えることが
できた。 
・WEB ライター塾は、伝わる文章
や写真撮影の方法など情報発信
スキルが学べる講座として実施し、
市民目線の身近な視点で文化芸
術活動の魅力を発信できる人材を
育成することができた。 
・アーティスト・コーディネーター養
成講座は、学んだことを講座の中
で自ら実践できるプログラムを設け
たことで、様々な分野を繋げながら
社会課題にアプローチするという
文化芸術の可能性を参加者に体
感してもらうことができた。 

まなび文化課
（文化振興
担当） 

幼稚園、保育所、認定こども園の
各施設において、社会見学でマル
タスやグルーンまるがめ、モーヴィ
まるがめ、消防署、野球場等の公
共施設を訪問するなどし、子ども
の学びの場として多くの公共施設
を積極的に活用できた。 
・子育て支援センターを開放して
学びの場として活用するとともに、
未就園の幼児親子を対象に育児
相談を行う等して子育てを支援す
ることができた。 
・幼稚園、保育所、認定こども園の
各施設で発達段階に応じた絵本
の読み聞かせを行うことができた。 
 
 
 
 
 
 

幼保運営課 

③コミュニ
ティセンタ
ーにおけ
る生涯学
習活動の
包括的支
援 

・各地域のコミュニティセンターを
活用して、地域住民を対象に様々
な生涯学習クラブ活動及び講座を
実施すると同時に、コミュニティ祭
り等のイベントにおいてクラブ活動
の成果について発表の場を提供し
たことで、地域住民の生涯学習意
欲の向上につなげた。 
 
 

地域づくり課 

 

・生涯学習推進員に向けた研修での意見

交換では、地域いきいき講座のマンネリ化

や人員不足などの課題が明らかになって

いる。人材バンクの活用実態についてもつ

かめていない。 

・生涯学習クラブの団体登録条件について

は、コミュニティセンターから見直しの要

望がある。 

（
７
）
地
域
を
支
え
る
学
び

の
場
の
充
実
・
人
材
の
育
成 
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・生涯学習クラブがコミュニティセ
ンターで活動する際の施設使用料
の減免措置を行った。 
・各コミュニティで生涯学習推進員
を委嘱し、「地域いきいき講座」を
企画・運営してもらうことで、地域の
実情に合わせた学習機会の提供
をすることができた。また、生涯学
習推進員に向けた研修を行い、生
涯学習推進員同士の意見交換の
場と他市の取組状況を知る機会を
設けることで、生涯学習推進員の
資質の向上につなげることができ
た。 

まなび文化課 

 
 アンケート 30 

基
本
施
策 

具体的 
施策 

取組と成果（事業） 関係各課 今後の課題・検討事項 

第 5 次
計画で
関連す
る基本
施策 

(

２)

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
課
題
に
対
応
す
る
学
習
機
会
の
充
実 

④青少年 
リ ー ダ ー
の育成 

・体験型活動の提供として、少年
体験活動事業を行い、様々な年
齢層や立場の人たちと関わりなが
らキャンプやクラフト制作などの活
動を通し、子どもたちのコミュニケ
ーション能力や責任感、協調性な
どを育む機会を提供することがで
きた。 
・子ども会によるジュニアリーダー
の養成支援を行い、新たに２１名
（延べ）を養成することができた。 
・京極町との交歓研修会を実施
し、両市町の特色や歴史を学ぶ機
会を通して、子ども同士の親交を
深め、地域への関心を高めること
ができた。 
・二十歳の成人式に新成人が実行
委員として参画し、自らの手で企
画・運営することで、責任感や協力
の重要性を学び、社会参加への
意識を高めることができた。 

まなび文化課 

 
・第 4次計画では青少年教育の施策が「青

少年リーダーの育成」に限定されており、

青少年事業を包括的に対象とする施策の

設定が必要。 

・子ども会のジュニアリーダー養成について

は、内容が固定化しており、目的意識を

持った活動ができるような支援が必要。 

・現在の京極町との交歓研修会は観光的

な性格が強いため、互いの違いを学習し

合える機会をさらに設ける必要がある。ま

た、参加者がジュニアリーダースクール生

に限られているため、対象の拡大も必要。 

 

アンケート 38 

（
１
）
豊
か
な
心
の
育
成 

（
５
）
主
体
的
に
地
域
社
会
に
関
わ
る
意
識
の
醸
成 

・小学校では、地域の方を指導者
にお招きした米作りや野菜作り体
験、地域のクリーン活動への参加
を行った。また、中学校では、地元
企業を中心に様々な職種の企業
に協力していただき、地元企業 PR
事業や職場体験学習を行うなど、
発達段階に応じた体験活動をそ
れぞれのねらいを明確にし、行うこ
とができた。あわせて、体験前後の
事前・事後指導を充実することで、
児童生徒の意欲や充実感の向上
が見られた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校教育課 
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⑤働 く世
代や子育
て世代の
学ぶ機会
の充実 

・子育て世代を対象とした市民学
級「子育て世代のお金と健康の講
座」をオンライン受講可能講座とし
て開催し、参加者には好評であっ
た。 
・市民学級のすべての講座におい
て託児の希望に対応できるような
体制をとることができた。 
・市役所、生涯学習施設、コミュニ
ティセンター等に放送大学や市民
学級のチラシを設置し、広い世代
への周知を行った。 

まなび文化課 

 
・市民学級については、子育て世代に対す

る講座（オンライン講座）を実施している

が、参加人数が少なく、これ以外の講座

についても、受講者層は高齢者などの特

定層に偏っている。より多様な層、特に若

年層や子育て世代など「現役世代」への

アプローチを行い、地域参画のきっかけと

なるような工夫が必要。 

・市民学級について、託児の希望には対応

しているが、利用がほとんどない。広い世

代が参加しやすい実施方法や内容、時

間帯等を検討する必要がある。 

 

アンケート 24.25.27 

アンケート 19.31.32 

（
４
）
生
涯
学
び
、
活
躍
で
き
る
環
境
整
備 

（
５
）
主
体
的
に
地
域
社
会
に
関
わ
る
意
識
の
醸
成 

・「マイナス 1 歳の子育て講座」の
開催を、会場参加とオンラインで
参加するハイブリッド方式で講座を
実施した。また、日曜にも開催し、
夫婦での参加を促した。 
オンラインの参加者のアンケートで
は、「妊娠中の体調を心配すること
なく参加できる」、「人数制限なく家
族で参加できる」といったオンライ
ン方法での実施を評価する意見が
寄せられた。 

健康課 

・対象となる人が参加しやすい時
間帯や曜日を考慮した親子講座
（オンライン含む）を開催し、交流
の場を提供できた。（オンラインひ
ろば〝絵本の読みきかせ″、ベビ
ーマッサージ、休日ひろばなど）参
加アンケートでは、大部分が良好
な評価をいただいている。 
・NPO 等が実施する講座の情報を
発信した。（丸亀市ホームページ
「みてねッと」など） 

子育て支援課 

・幼稚園、保育所、こども園の子ど
もの保護者に対し、家庭教育講座
等の開催により学習機会を提供で
きた。また、民間団体等主催の講
座の情報提供も行った。 

幼保運営課 

・丸亀市 PTA 連絡協議会主催の
丸亀市 PTA 合同研修会に後援と
して協力し、学校、家庭、地域に
向けて広く周知を行い、参加人数
が増加している。また、研修会の
内容を後日 YouTubeで配信し、当
日参加できない会員への学習機
会の提供も行うことができた。 

学校教育課 

・図書館３館の連携事業としてもの
がたりライブや読み聞かせ研修会
を実施し、読書や読み聞かせの楽
しさを伝える機会を提供することが
できた。 
・ボランティア団体と連携し郷土の
歴史に関する様々な内容の講座
を実施し、普及啓発に努めること
ができた。 
・ポスターの掲示やチラシ・パンフ
レットの配布等、図書館の関連団
体の講座やイベントの周知を行な
うとともに、依頼のあった民間団体
と連携し、関連本の展示・貸出と団
体についての情報発信を行なった
ことで、図書館来館者へ団体の周
知や関連本の提供を行うことがで
きた。 

図書館 
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⑥高齢者
の学習機
会の充実 

市民学級において、終活や税金、
年金、認知症、交通事故防止とい
った、高齢者に関心が高い内容の
講座を実施することができ、参加
者からは好評であった。 

まなび文化課 

 
・高齢者向けの講座については、その多く

が個人の教養等に関する講座であり、多

世代との交流や、地域との関わり等、高齢

者が地域で活躍するための要素が少な

く、講座内容の見直しが必要。 

・高齢者のデジタル格差解消に向けた取り

組みが十分に実施できていない。 

 

アンケート 24.25.27 

アンケート 19.31.32 
 

（
４
）
生
涯
学
び
、
活
躍
で
き
る
環
境
整
備 

（
５
）
主
体
的
に
地
域
社
会
に
関
わ
る
意
識
の
醸
成 

・市民を対象とした生活習慣病予
防や健康づくりについての各種健
康教育を各コミュニティセンターや
保健センター等で実施し、あらゆる
機会を捉えて健康づくりについて
周知啓発できた。 
・各コミュニティセンター等での講
師による健康教育については、講
師の選定や内容、周知等コミュニ
ティと連携して実施でき、好評であ
った。 

健康課 

・各自治会やコミュニティでの体操
教室やフレイル予防教室等を年間
を通して実施した。自分自身の生
活において介護予防や健康など
への意識を持っていただくことで、
行動変容を促すきっかけとなり、健
康維持・増進、介護予防に役立っ
ている。 

高齢者支援課 

基
本
施
策 

具体的 
施策 

取組と成果（事業） 関係各課 今後の課題・検討事項 

第 5 次
計画で
関連す
る基本
施策 

（
３
）現
代
的
な
課
題
に
対
応
す
る
学
習
機
会
の
充
実 

⑦生涯学
習推進員
に よ る 取
組への支
援 

・すべてのコミュニティで地域い
きいき講座を実施することができ
地域のつながりや学びを得た。 
・地域いきいき講座の企画に際
して、人材バンクの情報を提供
した。 

まなび文化課 

 

・丸亀市人材バンクの情報提供は行った

が、いきいき講座での活用がほとんどされ

ていない状況のため、掲載情報を充実さ

せる等の整備を行い、活用を促す必要が

ある。 

 

 アンケート 30 

（
７
）
地
域
を
支
え
る
学
び
の
場
の
充
実
・

人
材
の
育
成 

・地域コミュニティ協議会から選
出された生涯学習推進員が地
域住民に向けて生涯学習講座
を企画、開催し、広く地域住民
が受講することにより住民の学
びにつながった。 
・防災意識の向上のための防災
訓練に取り組 
 んだ。 

地域づくり課 

⑧多様な
立場の学
習 支 援
（ 障 が い
者 、外国
人など） 

・日本語教室を開催し、外国人
住民の日本語学習機会の確保
に努めることができた。また、多
文化交流事業の実施により、異
文化への理解を深める場を提
供するだけでなく、多言語による
情報発信やクリーン作戦、防災
講座等を通した環境問題や防
災へ関心を持つ機会を設けるな
ど、地域住民として外国人が安
心して暮らせるための取り組み
を行うことができた。 

秘書課 

 
・外国人向けの日本語教室や障がい者向

けのスポーツ大会等、特定の事業のみに

とどまっており、多様な立場の人々が学習

できる機会や場を利用するための配慮、

支援体制が整っていない。 

 

アンケート 42.25 

（
２
）
す
べ
て
の
人
に
開
か
れ
た
学
び
の
場
づ
く
り 

・丸亀市障がい者スポーツ大会
を実施し、学生ボランティアをは
じめスポーツ推進委員の方々や
福祉ママ等、障がいの無いの方
との交流を通して障がい者への
理解促進に繋げることができ
た。 

福祉課 
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基本目標 2 学びでつながり、学びを活かすまちづくり 

・障がい者スポーツ教室を実施
し、委託しているリハビリテーショ
ンセンター指導のもと、レクリエ
ーションやスポーツ競技を通じ
て障がい者同志の交流、余暇
活動の質の向上、社会参加の
促進等に繋がり、好評であっ
た。 
障がい者向けスポーツ教室は、
スポーツ推進委員の協力のも
と、卓球バレーやボッチャなどを
実施し、障がい者がスポーツに
触れる機会を創出できた。 

スポーツ推進課 

・演劇的な手法で認知症への理
解と介護について考えるワーク
ショップでは、認知症の方と介
護者の両方を演じてみることで、
認知症の方への理解や気遣
い、コミュニケーションの取り方
を考えるきっかけを提供できた。 
・障害者福祉施設（3 施設）にコ
ンテンポラリーダンスのアウトリ
ーチを実施し、参加者が身体を
使って自由に表現活動を行うこ
とで、講師や支援員、他の参加
者とのダンスを通じた非言語コミ
ュニケーションの体験機会を提
供することができた。 
・音楽コンサートでは、鑑賞環境
やプログラムに配慮したことで、
コンサートの鑑賞に行きづらさを
感じている人にも来場していた
だけた。また、参加型プログラム
を取り入れたことで、出演者と来
場者がコミュニケーションを取
り、会場が一体となって楽しめる
雰囲気づくりができた。 

まなび文化課（文
化振興担当） 

基
本
施
策 

具体的 
施策 

取組と成果（事業） 関係各課 今後の課題・検討事項 

第 5 次
計画で
関連す
る基本
施策 

（
４
）学
び
を
通
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成 

⑨指導者
人材の
発 掘 、
見 え る
化 

定住自立圏での関係市町間協
議を依頼し、取組項目「生涯学
習推進体制等の充実」におい
て、生涯学習の人材データバン
クの充実・圏域市町間での活用
の推進に向けて進行管理を行
った。 

政策課 

 
・丸亀市人材バンクの登録件数が減少して

おり、新たな登録や活用のための周知を

より広く行う必要がある。 

・丸亀市人材バンクの活用実態が少ない。 

・定住自立圏域の各市町における人材バン

クの整備が進んでいないため、整備を行

うに当たっての課題等を共有し、相互に

連携を深める必要がある。 

（
４
）
生
涯
学
び
、
活
躍
で
き
る
環
境
整
備 

・令和 4 年度に人材バンク登録
制度を開始し、多くのの個人お
よび団体が登録した。 
・定住自立圏域市町において、
丸亀市の生涯学習人材バンク
について周知を行い、未整備の
自治体において人材の掘り起こ
しとリスト化を進めた。 

まなび文化課 
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⑩ NPO 、
企業 、大
学等 との
積極的な
連 携 ・ 協
働 

市民学級において、丸亀市文
化財観光案内会、讃岐ジオパ
ーク構想推進準備委員会、コス
モ不動産、四国職業能力開発
大学校等、民間企業を含めたさ
まざまな機関の提案型講座を実
施することができた。 

まなび文化課 

 
・市民学級にて提案型講座を行う団体が固

定化しており、多方面から参加を促すた

め制度の見直しが必要となっている。 

・他部署や学校園等の連携事業の把握、

計画への位置づけが十分にできていな

い。 
 
アンケート 33 

 

（
８
）NPO

・
企
業
・
地
域
団
体

等
と
の
連
携
・
協
働 

⑪生涯学
習にもつ
なが る他
分野施策
と の相互
連携 

・校長会等において、関係課か
らのスポーツや文化芸術のイベ
ントの紹介を行った。 
・「丸亀市部活動の地域との連
携・協働」のロードマップに基づ
き、スポーツ推進課やまなび文
化課と連携を図り、地域人材の
発掘や各課のイベントの周知等
を行った。 

学校教育課 

 
・他分野施策との相互連携については、連

携による効果の測定や、継続性の検討、

事業の位置づけ等の整理ができていな

い。 

 

・マルタスでの以下のイベントに
参加し、幅広い世代に向けて障
害者に対する理解促進、障害
者差別解消への啓発をすること
ができた。 
・手話言語国際デーに合わせた
パネル展示及び手話体験イベ
ント啓発活動を実施した。 
・障がい者団体が、自作のパン
や花苗の販売、ワークショップな
どを行い、障がいのある人たち
への理解と認識を深めることを
目的とした「愛の広場」に実行委
員として参加。パンフレットとポ
ケットティッシュを配布し、啓発
を行った。 

福祉課 

・チャレンジウィークを民間団体
や各コミュニティの協力のもと実
施し、スポーツを通じた地域に
おける連帯感の創出につながっ
た。 
・香川丸亀国際ハーフマラソン
大会では出走エントリー数は、コ
ロナ禍前の人数まで回復基調
であり、市をあげた一大イベント
として維持できている。 

スポーツ推進課 

・丸亀市猪熊弦一郎現代美術
館では、ものづくり等のワークシ
ョップや、県内外の学校団体や
市内の小学生を受け入れる学
校来館促進事業を実施し、多様
な文化芸術体験を通じて豊かな
感性と創造力を伸ばし育むこと
ができた。 
・認知症をテーマとしたワークシ
ョップを実施し、演劇により当事
者を疑似体験してもらうことで、
テーマに対してより理解を深め
る効果が得られた。 
・文化クラブ体験会では、子ども
たちが体験した成果を周囲に披
露したり、文化芸術活動に積極
的に参加できたことから、文化
芸術に興味・関心を持つきっか
けをつくれたと考えている。ま

まなび文化課（文
化振興担当） 
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た、地域の文化芸術団体とこど
もたちが繋がるきっかけとなり、
中学校の部活動地域展開を見
据えた、地域の受け皿づくりに
寄与するものとなった。 
・アウトリーチ事業では、音楽、
ダンス及び演劇の各特性を活か
し、子どもたちの自由な発想力
やコミュニケーション力など非認
知能力を養う事業を実施でき
た。 
・市民学級において他課と連携
し、職員が講師となって講座を
実施したことによって、市民の関
心が高い分野である防災やスポ
ーツ、歴史、健康などについ
て、市の取組を紹介する機会を
設けることができた。 

まなび文化課 

基
本
施
策 

具体的 
施策 

取組と成果（事業） 関係各課 今後の課題・検討事項 

第 5 次
計画で
関連す
る基本
施策 

（
５
）ま
な
び
の
還
元
機
会
の
創
出 

⑫個人や
団体が持
つスキル
を活かす
場の創出 

・丸亀中央生涯学習クラブ協議
会への活動発表機会の支援
として、生涯学習まつりへの
事業補助金を支出した。 

・各地域学校協働本部よりボラ
ンティア募集や活動に関する
広報チラシを作成、配布し
た。 

・社会教育士の養成講座につ
いて関係機関へ情報提供を
行った。 

まなび文化課 

 

・社会教育施設等のボランティア募集や社

会教育士養成講座受講については、チラ

シ等による情報提供にとどまり、各施設で

のその実績や効果が把握できていない。 

 

 アンケート 30 

（
７
）
地
域
を
支
え
る
学
び
の

場
の
充
実
・
人
材
の
育
成 

⑬学校・
地域にお
ける活動
を支える
人材の発
掘・育成 

・地域コーディネーターや学校
支援ボランティアの方に学校運
営協議会の委員を委嘱し、学校
運営への積極的な参画、支援、
協力をお願いした。学校の運営
状況を理解した上で教育活動
に協力していただいたとともに、
さまざまな視点からご意見をい
ただき、次年度構想の参考にも
なった。 

学校教育課 

 

・地域コーディネーター養成塾で新たに発

掘した人材については、地域とのつながり

が少なく活動ができていない現状がある。

地域学校協働本部の活動への参画を進

めるための働きかけが必要。 

・地域学校協働活動への参画意識を高め

るための広報については、効果が測れて

いない。 

 

アンケート 35.36.37 

（
６
）
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
の
推
進
に

よ
る
地
域
の
教
育
力
の
向
上 

・地域コーディネーター養成塾
を実施し、意欲のある若い世代
の人材を発掘することができた。 
・地域学校協働活動への参画
意識を高めるため、地域学校協
働活動に関する市民学級の実
施や、広報チラシの作成・配布
を行った。 

まなび文化課 
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基本目標 3 まち全体が学校となる環境づくり 

基
本
施
策 

具体的 
施策 

取組と成果（事業） 関係各課 今後の課題・検討事項 

第 5 次
計画で
関連す
る基本
施策 

（
６
）地
域
と
学
校
の
連
携
・
協
働
の
推
進 

⑭地域学
校協働活
動とコミュ
ニティ・ス
クールの
一体的推
進 

・「小中連携」では、交流活動を
通して、児童生徒の学習活動が
より豊かになるとともに、小学校か
ら中学校へ滑らかな接続を図るこ
とができた。また、教員間で情報
交換することにより、小学校と中
学校が目標を共有することもでき
た。「地域連携」については、各
学校群の特色を生かし、地域人
材の活用による円滑な連携を進
めることができた。 

学校教育課 

 
・「地域学校協働活動とコミュニティ・スクー

ルの一体的推進に係る研修会」につい

て、受講の働きかけを行ったものの、受講

者数が少ない状況。本研修は県が主催

の講座であり、効果が図りにくいため、本

計画の取組・指標として位置付けるのは

不適切と考えられる。 

 

アンケート 35.36.37 

（
６
）
学
校
・家
庭
・地
域
の
連
携
・協
働
の
推
進
に
よ
る
地
域
の
教
育
力
の
向
上 

・地域コーディネーター養成塾と
県教委が主催する地域学校協
働活動とコミュニティ・スクール
の一体的推進に係る研修会に
ついて、各コミュニティおよび
各小学校、各地域学校協働本
部へ情報提供と受講の働きか
けを行った。 

・活動中の地域コーディネーター
および地域学校協働活動推進
員へのフォローアップ研修（県
外視察、意見交換）を地域コー
ディネーター養成塾において
行った。 

 

まなび文化課 

⑮地域で
取り組む
子どもの
学習支援
の充実 

・ひとり親家庭や生活困窮家庭を
対象にこどもが社会的孤立に
陥らないよう、つながりの場を
設置し、学習支援、体験活動
やフードバントリー、相談対応
を行った。（3か所）学習支援は
週に 1回以上、体験活動は月
に1回程度実施し、好評であっ
た。また、つながりの場では、フ
ードパントリーや相談対応も実
施し、保護者の支援にもつな
がった。 

・こども食堂を市内で各支援団体
が運営した。（11か所） 

子育て支援課 

 
・地域コーディネーター養成講座や丸亀市

人材バンク等で得た新たな教育人材を、

必要な場面につなぐことができていない。 

 

アンケート 35.36.37 

（
６
）
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
の
推
進
に
よ
る
地
域
の
教
育
力
の
向
上 

・幼稚園、保育所、こども園の子
どもたちは地域の公園や歴史施
設を訪問したり、地域コミュニティ
の支援により農業体験あるいは
郷土文化に触れあうなど、様々な
学習・体験活動を行った。これに
より、自然や文化に親しみ、子ど
もの学習・体験活動を支援するこ
とができた。 

幼保運営課 

・放課後子供教室を平日や長期
休暇期間に行うことで、児童にと
って様々な体験活動や地域交流
を行える居場所となった。 
・スタッフ向けの研修を行ったり、
教室間の情報共有を促進したり
することで、教室やスタッフの資
質向上を図ることができ、児童の

教）総務課 
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体験の幅も広がった。また、新規
事業主の開拓の結果、令和 7年
度から新たに 1教室開室すること
となった。 
・学校支援ボランティアの方々
が、各校の実情、ニーズに応じ
て、あいさつ運動や野菜の栽培、
ミシンや彫刻刀の指導の補助等
に関わってくださった。地域の方
の協力を得ながら、自然体験活
動や様々な意義のある活動を体
験することができ、児童生徒の教
育活動がより豊かなものとなっ
た。 

学校教育課 

・地域コーディネーター養成塾に
おいて、市内小学校区や県外
の先進地への視察を行ったこ
とで、これまで培ってきた人同
士のつながりの重要性を学習
してもらうことができた。 

まなび文化課 

基
本
施
策 

具体的 
施策 

取組と成果（事業） 関係各課 今後の課題・検討事項 

第 5 次
計画で
関連す
る基本
施策 

（
７
）地
域
・
家
庭
の
教
育
力
の
向
上 

⑯家庭教
育支援の
充実 

・各地区コミュニティセンター等
で実施するウエルカム広場参
加者へ、毎月、季節や成長段
階に応じたリーフレット「育１９
だより」を作成し、家庭で健康
づくりに取り組めるよう保健指
導を実施。 

・母子愛育班連絡協議会と連携
し、連絡協議会主催または各
地区愛育班活動等で、会員
や地域住民が家庭で健康づ
くりに取り組めるような健康づ
くりに関する健康教育などを
実施した。 

・子育て支援アプリ「子育てナビ 
まる Lou Lou」を活用し、健康
づくり情報等について対象の
属性に適した内容をプッシュ
通知により発信。 

健康課 

 

・子育ての悩みや課題を抱える保護者のニ

ーズ・実情に合わせた講座が実施できて

いない。また、講座等に参加しづらい保

護者への対応も十分ではない。保護者へ

のアンケートや関係者へのヒアリング等を

実施し、内容を充実する必要がある。 

・関係各課で実施している個別の事業につ

いて、家庭教育事業との連携が図られて

いない。 

 

 アンケート 39.40.41 

（
６
）
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
の
推
進
に
よ
る
地
域
の
教
育
力
の
向
上 

・地域に設置した地域子育て支
援拠点（ひろば）において、子
育て親子の交流を促進する
取組を行うだけでなく、子育
てについての相談や情報提
供、助言、育児講習などを行
った。また、多胎児育児に特
化した取組や、地域住民との
世代間交流ができる取組も行
った。（5か所） 

・「子育てフェスタ」を開催し、子
育て家庭への情報提供や交
流ができた。 

子育て支援課 

・幼稚園等で家庭訪問を行う一
方、子育て支援センターでは
気軽に育児相談に応じるなど
した。 

幼保運営課 

・丸亀市 PTA連絡協議会主催
の丸亀市 PTA合同研修会に

学校教育課 
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後援として協力し、学校、家
庭、地域に向けて参加してい
ただくよう広く周知を行った。
情報モラルや不登校に関す
る内容で実施し、家庭、学
校、地域のそれぞれの立場
での支援のあり方について考
えるきっかけとなった。 

・読み聞かせに興味がある方
（教育関係者・ボランティア・
子どもをもつ保護者など）を対
象とした研修会を市内の図書
館 3館で開催した。実施後に
行なったアンケートでも大変
好評であった。 

・中央図書館にておはなしの会
くれよん、綾歌図書館にてマ
ロンベア、飯山図書館にて図
書館うさぎとももちゃんくらぶ
が、ボランティア団体として読
み聞かせを実施した。ボラン
ティア団体による読み聞かせ
は、各館で定期的に開催され
ているため、親子のコミュニケ
ーションやスキンシップのため
のよい時間・空間となってい
る。 

図書館 

・家庭教育事業（家庭教育セミ
ナー、子育て学習会、家庭教
育講座）を実施した。実施
数、参加人数とも増加してい
るため、家庭教育に関する学
習機会の充実が図られている 

 
 
 
 
 

まなび文化課 

⑰社会教
育関係団
体等への
育成支援 

・丸亀市 PTA連絡協議会の事
業に対し、周知等を行い、各
学校及び各学校単位 PTAが
活動しやすいよう働きかけ、
PTA活動の活性化につなが
った。また、PTAの入会につ
いての意思確認を書面にて
行っている他市町の情報に
ついて共有した。 

学校教育課 

 
・子ども会等の少年団体の加入者の減少が

顕著であり、補助金交付団体の運営体

制、事業内容についても、今求められて

いるニーズに対応できていない実情があ

る。少年教育事業の対象を特定団体だけ

でなく、より広く捉え、更に開かれた活動と

する必要がある。 

 

 アンケート 38 
（
１
）
豊
か
な
心
の
育
成 

・丸亀市子ども会育成連絡協議
会については、今年度より事
務局として各種事業の支援を
した。より多くの子どもたちへ
の支援ができるように団体の
事業や体制等を考えていく必
要がある。 

・少年団体指導者研修会を実
施した。参加者からは、「子ど
もを取り巻く環境をもっと知る
必要があると思った」や、「子
どもへの接し方や、自分自身
の生き方を見直したい」といっ
た感想が見られ、それぞれの
団体での指導に生かせる内
容を提供できた。 

 
 

まなび文化課 
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⑱家庭に
おける読
書活動の
推進 

・読み聞かせに関する研修会を
市内の図書館 3館で実施し、
効果的な絵本の読み方や絵
本の紹介で家読の推進を図
った。 

・市内の赤ちゃんに絵本を配布
するブックスタート事業と小学
校就学前の子どもに絵本をプ
レゼントするセカンドブック事
業を実施した。 

・コミュニティセンターへリユース
図書の提供を実施したととも
に、図書室の整備支援も行っ
た。 

・保護者向けの講座の実施やブ
ックスタート等で絵本を提供
することにより、うちどく推進に
繋がっている。 

図書館 

 
・コミュニティセンターへのリユース図書の

提供は、冊数は多いが提供したセンター

の数が少ないので、より周知や図書支援

を進めていく必要がある。 

・13 の地区のコミュニティセンターに図書コ

ーナーが設置されている。図書コーナー

の充実に向けての呼びかけはできてい

ないため、生涯学習員及びコミュニティ

センター職員等に状況を確認することが

必要。 

 

アンケート 30 

（
７
）
地
域
を
支
え
る
学
び
の
場
の
充
実
・
人
材
の
育
成 

・コミュニティセンターの図書コ
ーナーの状況を把握した。 

まなび文化課 


